
亜
兼
利
加
博
物
飴
第
三
回
亜
細
亜
遠
征
隊

の
磯
風
ゼ
る
蒙
童

L/T溝
偲
動
物

-メ.ヽ/＼
圭

w

lサー妻

圭

一r

へ
ン

リ
ィ
.

フ

ェ

ア

フ
ヰ

-

･i
ド
､
オ

ス
ポ

ー
ン

(
7
九
二
三
咋
六
月
二
十
九
日

サ
イ
H
ン
ス
認
印
駁
)

崎
乳
粕
時
代
.
(新
生
代
)
及
職
銀
鱗
時
代
へ中
生
代
)

に
於
け
る
P
捕
乳
轍
及
び
服
叔
粕
の
故
郷
即
ち
進
化
の

中
心
地
を
探
究
す
る
こ
･,J
は
古
生
物
学
史
上
東
大
tIS必

要
事
項
で
あ
る
｡
十
八
壮
紀
夫
ま
で
の
敢
初
の
宥
生
物

群

上

の

研

究
中

始

め
.

引
.T,頂
い
て
十
九
世

紀

に
於

け

る
軟
洲
及
び
両
説
畑
亜

の徹
底

的
釈
槍
及
び

十

九
世
紀

年
ぼ
以
後
に
於
け
る
南
北
雨
氷
で
の
舵
-
べ
き
畷
鹿
翫

史
上
p
嘱
乳
粕
史
上
.の
聴
鬼
は
あ
つ
て
も
其
故
郷
は
未

だ
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
で
.
未
探
険
の
-ま
､
残
さ
れ
て

層
化
｡
北
米
に
於
け
る
敬
礼
は
甚
だ
新
札
で
革
命
的
で

あ
っ
た
の
で
多
数
の
人
は
上
記
の
故
郷
が
吾
が
米
園
の

酉
部
化
石
床
に
聴
鬼
さ
れ
た
の
だ
ビ
考
へ
た
o
S
m
egh

ino
は
.rt
タ
ブ
エ
ア
が
長
鼻
頻
及
び
猿
綴
柏
の
故
郷
だ

E
iij張
L
LJ
｡
開
平

聖
に
於
け
ら
此
等
の
聴
鬼
の
由

射

数
日
の
嘱
乳
類
が
南
北
飛
来
利
加
に
費
生
し
た
こ
と
は

革
質
t,J
な
つ
LJ
が
､
そ
の
数
日
が
起
つ
.昼
光
の
融
党
の

屠
っ
た
所
は
未

だ密
鬼
さ
れ
な
か
っ
た
｡
そ
れ
に
就
い

て
.
或
は
北
半
球
'
或
は
南
平
球
亡
者
へ
ら
れ
.

1
部

の
動

物
単
著
は
両
年
球
に
教
生
し
た
だ
い
ふ
所
謂
二
極

諭
を
主
張
し
た
｡
斯
-
し
て
料
率
の
新
し
い
二
分
科
'

如
ち
育
代
地
理
学
k)育
代
気
象
単
だ
が
生
れ
た
｡

千
八
.JT:八
十
九
年
に
紺
青
科
挙
院
で
新
し
い
規
則
が

拭
雅
た
が
､
そ
れ
は
絶
我
の
任
期
は
二
ヶ
年
壁

位
ご
す

る
こ
W
ゝ
絶
我
の
新

修
件
ビ
し
て
晃
両
目
だ
総
裁
講
演

射
光
利
加
憾
糊
館
節
三
陶
孤
細
:=拙
速
縦
陳
の
敢
見
せ
ろ
毅
甘
り
育
代
判
的

先

見
九



地

球

を
作
す
こ
ど
ゝ
で
ぁ
る
｡
此
茂
住
だ
名
尊
だ
を
負
ふ
た

聾
者
は
非
常
に
濃
蘭
目
に
曲
仕
事
に
取
rJl
揖
-

､
Lr.脱
衆

利
知
博
物
館
の
中
で

叫
番
隔
離
さ
れ
た
場
所
郎
ち
東
商

I.f

･::.
i.
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:I:
I.･j
･･･I
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∴

＼

･
.
∴
､
:･
･･
.
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′項
羽
両
石

の
助
力
を
得
て
噂
乳
類
故
郷
問
題
の
解
決
に

敬

-
掛
っ
た
｡
基
線
二
億
年
間
の
固
靴
音
研
究
の
結
果

･
JI
I
J
./;
1･.･.
･九
㍍
.-
.
I:･･I,･=･[
･･･!;

:'･.I.･･
･
1.

1･j

千
九
百
年
に
礎
表
し
た
3
曲
の
講
演
に
於
で
豪
h
al･l
es

Llep
かret
が
研
究
～
吾
様
に
開
陳
に
敷
け
る
欄
乳

御
物

の
蓮

蔦
ビ
北
米

で
知
ら
れ
た
晒

乳
動
物
の
選

種
ビ
を

始
め
て
着
嚢
に
比
較
し
た
の
で
あ
る
｡
既
に
泰
け
ら
れ

節

一
番

鰐

!

能

登

九
〇

を
疎
め
p
且
つ
各
党
地
方
は
嘱
乳
森
時
代
の
間
飴
新
低

ま
で
郷
っ
て
属
た
こ
だ

を
欝
明
し
ね
3

此
飽
魯
二
つ
の
概
括

が
出
来
た
0

第

7
は
-
舘
弗
利
加
は
嘱
乳
敢
時
代
金
牌
を
通
じ
て
の

iii安
だ
p
弼
遺
し
ナ
馨
展
の
中
心
に
粛
違
な
い
だ
い
ふ

の
で
､

第
二
は
'
窺
弗
利
加
に
於
で
恐
-
欄
乳
類
の
四
太
目
～

.;

...･:
･
'
1
･I_
･

.t
∵
J:::り言
/..J
i.I,..I.=..･二
日
=Ll

:.I1.

'
･･/
:･:･'
･∴

+･･]
∵

･,I
.･
･
･

･
.∫
:
･
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J

の
中
で
人
魚
顛
及
育
代
鯨
の
足
跡
は

晩
に
鎗
見
さ
れ
て

居
た
.
二
年
後
に
な
っ
て
此
厩
務
は
ビ
ー
ド
ネ
ル
及
び

て
層
た
質
的
鮎
妹
に
エ
ド
ワ
ー
ド
P
デ
ィ
ー
､

コ
ー
プ

の
轟
け
た
鮎
を
注
意
し
.
そ
れ
に
若
干
の
類
似
鮎
を
つ

け
加

へ
た
｡
其
結
果
牧
洲
の
動
物
史
ビ
可
K
T

-
山
地

カ
の
由

物
故
ど
の
問
に
驚
-

べ
き
程
親
密
な
類
似
が
あ

る
こ
だ
が
到
っ
た
0
義
に

山
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
が

叫
股
に
酷
似
し
た
養
い
時
期
が
あ
っ
た
｡
覆
っ
て
落
人

は
ス
ク
レ
～
ク
-
の
北
寧
球
を
薦
牝
地
方
ĵJ
新
北
地
方

だ
に
分
っ
分
離
法
を
止
め
て
唯

…
つ
の
塾
北
地
方
に
流

山
す

べ
し
だ
い
ふ
ジ
ェ
-
ル
､

エ
イ
P
ア
レ
ン
の
推
論

ア
ン
ド
ゥ
リ
n
I

ス
の
北
瑛
及
に
敷
け
る
義
塾
額
及

び

i:Iy
raco
id
ea
の
沌
先
な
る
原
始
的
の
マ
ス
･,L
ド
ン
及
び

ひ
づ
め
う
さ
ぎ
の
聴
見
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
た
｡

窮
三
の
概
括
は
賓
に

1
厨
蹴
童
的
な
性
質
を
帯
び
て

居
て
多
少
明

瞭

に

ビ
芸

フ
ォ
ン
の
時
代
か
ら
多
-
節

動
物
単
著
及
び
薯
生
物
率
者
に
よ
っ
て
汲
示
さ
れ
て
居

っ
た
こ
官
で
あ
る
｡
即
ち
嘱
乳
躯
の
達
な
故
郷
は
農
弗

利
加
で
も
.
又
は
甫
亜
細
亜
で
も
P
或
は
秋
期
で
も
箇

北
米
で
も
な
-
で
.
世
界
の
屋
根
だ
綱
せ
ら
れ
る
東
棟



検
地
カ

ー
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
北
方
の
中
火
高
原
だ

k)い
ふ

の
で
あ

る
｡
此
等
錆
ニ
｢

第
川
の
概
括
は
童
動
物
分
布

岡
に
示
さ
れ
て
屠
る
0
基
後
同
様
の
意

見
を
ジ
エ
:

∫
m･
ウ
ォ
ル
･1

マ
ン
が
敬
表
し
'
又

ク
ヰ
リ
ア
ふ
､

列
刃

.
ー小
木
当

コ
ハ｣
が
其
有
名
な
科
挙
院
か
ら
出
し
た

論
文
に
中
に
充
分
徹
底
的
に
駿
東
し
た
｡

此
等
の
講
演
及
び
論
文
の
資
表
が
今
回
の
探
検
の
せ

頻
の
磯
見
せ
ら
れ
ん
こ
亡
を
膏
人
は
望
ん
で
居
る
｡
速

:･-i
;J･_･反

;.･TJ
･,･
･･
い
'.F..t･.
.･二

..ド
:
･･･
J
･:
.､

は
此
遠
稚
前
の
教
年
間
を
準
備
研
究
に
薯
し
た

p
千
九

官
甘
二
年
に
彼
が
遠
征
し
た
地
方
は

封
可
刊
雪
空

パ

リ
当
月
月
が

T
八
六
二
]

't
五
年
に
､
又
此
等
第
三
紀

厨
を
碑
海
厨
ビ
命
名
し
た
リ
ヒ
ト
ホ
ー
プ
ェ
ソ
が

1
八

七
七
年
に
.
又
第
三
紀
層

に
.'0
..i,系
･,JJ
い
ふ
名
を
骨
け

職
者
な
る
ロ
イ
､
チ
ャ
ッ

プ
マ
ン
､
ア
ン

ド
サ
リ
ユ
リ

の
想
像
力
を
如
何
に
鼓
舞
し
た
か
は
知
ら
な
い
が
'

第

三
回
亜
細
亜
遠
征
の
産
目
的
は
未
知
な
世
界
の
屋
根
の

探
険
で
あ
る
左
だ
け
は
明
に
言
ふ
こ
と
が
出
水
や
-
0

此
遠
征
の
結
果
は
吾
人
の
待
望
を
蕗
に
越
し
て
絡
つ

わ
1

°地
史
の
上
に
新
し
い
教
茸
否
新
し
い
山
番
が
開
か
れ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

た
の
で
あ
る
C
即
中
火
豪
富
は
咽
乳
斯
の
み
な
ら
ず
催

ヽ
ヽ

政
和
の
故
郷
で
あ
る
二
だ
が
分
っ
吾
の
で
あ
る
｡
千
九

昔
二
十
二
年
の
ロ
ハ
1
年
の
血

事
で
こ
れ
だ
け
の
こ
亡
が

詔
即
さ
れ
た
の
で
､
今
年
千
九
fFiJl
二
十
三
年
に
は
p
曲

事
貨
が
確
め
ら
れ
p
兼
に
膝
充
さ
れ
る
だ
ら
-
が
､
東

に
未
顔
見
の
基
底
始
新
暦
及
び
上
部
白
華
厨
中
に
捕
乳

た

オ
ブ
ル

チ
ェ
フ
が

…
八
九
二
-
九
四
年
に
'

チ
ェ
ル

J.くノく..ど(ノ

ノ
フ
が

一
九
〇
八
年
に
通
過
し
た
所
で
あ
る
0

支
那
に
於

け
る
が
如
-
､
俊
雄
膚
以
下
の
岩
膚
は
盲

-
I.･:
..
,
･･.,.,:
r
IJr
｣
V.[､
∴
･J.
=
.
..-;.T!･
-
∴

∵
･
;..

イ
'
封

封

刃

の

1
九
〇
七
年
の
支
那
探
険
に
よ
っ
て

記
載
さ
れ
て
居
っ
た
｡

我
が
地
質
単
著
隊
は
侠
雅
紀
及

び
そ
れ
以
前
の
摺
曲
暦
ビ
､
す

べ
て
の
砂
梶
盆
地
沈
積

物
E
を
升
つ
大
不
生
育
を
聴
見
し
た
｡
-

倣
羅
紀
の

後
で
世
界
の
屋
根
の
海
中
沈
積
が
休
止

し
た
の
で
あ
る

株
羅
膚
及
び
大
不
整
令
の
上
の
沈
積
物
は
全
然
大
陸
性

の
も
の
で
あ
っ
て
.
-

此
の
白
亜
紀
よ
-
第
三
紀
に

至
る
大
陸
が
鷹
鹿
斬
及
び
嘱
乳
新
の
ま
t･言

目
の
故
郷

を
形
成
し
た
の
で
あ
る
O

:===:水
利
加
博
物
館
節
三
岡
弧
棚
招
遮
砧
俄
の
獲
見
せ
ろ
毅
有
り
甘
代
謝
物

九t

九
…



地

球

此
の
太
不
整
合
の
下
に
あ
る
地
擬
餌
ち
飴
膜
代
よ
-

僅
雅
紀

に
至
る
地
層
は
支
那
に
於
て

ゥ
中
-
ス

に
よ
っ

て
調
査
さ
れ
た
が
､

此
先
駆
的
事
業
が
今

次
の

探
槍
隊

の
地
男
卑
署
蓮
に
取
っ
て
大
い
に
役
立
っ
た

即
ち
支

那
の
甫

日
義
は
豪
苔
む
横
跡
-
て
捷
鹿
し
て
屠

る
や
う

に
思
は
れ
る
が
p
我
が
探
槍
隊
は
此
等
の
青
い
東
成
忍

ソ
-.ド

に
大
き
な
底
磐
か
樺
入
-
て

屠
-､
浸
蝕
に
よ
っ
て
威

-
露
頼
L
で
層
る
ニ
ど
な
僚
施

した
｡
賓
に

曲
の
錯
雅

し
‥=.浸
蝕

面

の

上
に
白
華
紀

か

ら

第

三
紀

ま
で
の
地

層

が
法

帖
し
な
の
で
あ
っ
て

そ
れ
等
の
地
層
中
に
は
洗

羅
紀
後
に
浸
蝕
し

ぶ

ら
れ
た
も
の
も
あ
る
｡

豪

小
の
後

期
中
雄
代
及
び
新
先
代
の
沈
細
物
は
大
底
磐
の
廃

人
し

盤
古
い
絆

乱

F7J
れ
た
著
糸
の
時
平
禦

川
上
に
構
っ
て
捕

る
｡
こ
れ
は

ロ
グ
キ
～
山
地
高
沢
地
方
に
於
け
る
状
態

./,J
著
し
い
封
照
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
p
後
者
の
場
合

十

四

新

倉

化

石

義

教

弟

A
各

節
i
班

望

鬼
忘

に
は
､
毎
や
法
相
が
白
華
細
末
朱

夏
で
波
潰
し
､
窮
三

根
唐
が
白
=:=ii簡
及
楳
雅
樹
撃
方
を
倣
っ
て
摺
る
｡
蝕
確

鶴
後
の
太
不
牌
各
の
止
に
十
個
の
新
着
系
が
我
探
険
隊

i.
･
∴

･･J.I:I:
'

J
､
;i
‥
′

.
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.･
-

～_I
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･.
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pt/;
=
の
野
外
鵬
別
に
よ
れ
ば
､
を
の
脊
躍
叫
物
の
化
石

に
よ
っ
て
多
少
明
瞭
に
舶
互
吊
の
儀
別
が
出
雑
食
の
で

あ
る
0
十
系
の
中
~
四
系
は
白
裏
紀
に
p
二
は
始
新
世

･!J
漸
新
世
に
､
三
は
中
新
散
に
p

叫
は
鮮
新
世
に
威
す

る

0食
性
静
を
通
じ
て
の
不
帯
地
寿
の
地
質
単
数
上
､
其

太
さ
だ
基
斬
新
さ
に
於
で
p
曲
の
漁
審
調
査
に
比
す

べ

,き
唯

.I
の
先
例
は
鱈
に
J
′宥
′幻
T
を
産
種
油
貿
単
著
･u

～

.･
･
･

､
･･
r
Qtj
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･
-

･･
.
.･I

-
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∵
動

物
化
石
聾
者

f̂J
す
る
寮
が
園
の
酉
潮
地
方
の
刺
期
翻
鷹

で
あ
っ
た
O

勝
敗

瀞

名

山
､

洪

積

世

鞘

名

場

二
､

鮮

新
世

鹿
竃
lLeP.I.uS?)
輩

決

定

時

一
九
二
二
年
八

月
二
十
七
日

英

ノ

浸

蝕

飽時

代



二
､
中

新

壮

二

､

中

期
中

新
世

二

後
期
始
新
世

こ
前

期

始

新

世

I

J二
､
前
期
白
華
紀

7
､
化

錐

紀

!
､
二

亜

紀

食
計

十

四

刺

化
石
鋸
別
もニ
よ
る
洗
足
未
完
｡

B
a
iu
ch
ith
er.u
‥,l
帯

(

二
ヶ
所
)
で

!i
o

u7djJn,

B
.

どra-
geri.
肝

}

H
J
an
d
a

G
or

軍

律
的

ielreiil鴇

l

rd
in
M

uh
a

化
石
先
回
走

IrenD
abus恐
靴
帯

塁
oetl?arLeOrPa,tが

翫

D
j･a
･dU
c
h
･
t
a

穐
物
化
石

海
棲
無
脊
椎
御
物
化
石

ヒ叶l
測
.;

茄

:=
1唇

…

四
月
二
十
七
日

九

月

十

四

日

四
月

二
十
五

日

九

月

二

日

九

月

七

日
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来
観
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ソ
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潜
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椛
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尊
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て
ウ
ォ
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で

あ
っ
て
.
ア
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ド
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ス
を
隊
長
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る
組
隊
員

は
二
十
五
名

(内
兜
人
八
名
､
支
那
人
人
名
'
豪
有
人

九
名
)
の

1
隙
を
含
ん
で
屈
た
｡
四
月
十
八
日
出
費
し

て
七
十
Ⅴ
頭
の
駆
駅
二
二
帝
の
貨
物
巾
'三
素
の
略
自
動

弾
を
使
用
し
て
三
千
哩
を
踏
破
し
て
九
=
二
十
日
に
北

京
に
締
着
し
た
の
で
あ
る
｡
曲
の
事
業
に
は
現
在
名
草

所
長
丁
文
江
博
士
'
所
長
筋
文
彩
博
士
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帰
る
北
京
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支
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貿
調
査
所
か
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全
行
程
を
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じ
て
機
番
し
た
O
曲
等
の

仕
事
は
其
初
期
に
於
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は
､
主
な
構
造
的
､
地
膚
的
の

畢
位
を
定
め
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iij繋
不
整
食
及
び
其
他
の
物
贋
的
鼻
化

の
位
樫
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定
め
る
の
で
あ
る
｡
傑
雅
紀
後
の
大
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整
倉
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配
前
の
不
整
食
.
鞘
小
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い
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室
妃
後
の
不
整
令

及
底
磐
大
侵
入
等
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引
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い
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的
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さ
れ
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除
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述
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搬
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化
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塊
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